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議会だより

87第
号

議会だより

土庄子ども園　みんなで焼き芋

今回の定例会今回の定例会

３月

６月

12月

９月

土庄町議会　で検索
（町ホームページ／土庄町議会）

～ 焼き芋ほくほく ～

令和
４年
２月５日発行　

6…………………………令和２年度決算を認定
5……………………………………新議員の紹介
2……………………12月定例会を開催しました

8………………………………委員会の活動報告
10…………一般質問（５人の議員が町政を問う）

16…………
まちの元気印
（あったかとのしょう町づくりの会）

土庄町議会事務局／議会だより87号／220127校了／担当：中井
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福
本
耕
太
議
員

　
特
別
職
以
外
の
一
般
職
員

の
期
末
手
当
の
減
額
に
反

対
。
コ
ロ
ナ
禍
で
職
員
の
仕

事
量
が
増
大
し
て
い
る
中
、

減
額
す
る
理
由
は
な
い
。
公

務
労
働
者
の
賃
下
げ
が
、
新

た
に
民
間
労
働
者
の
賃
下
げ

に
つ
な
が
り
、
社
会
全
体
の

貧
困
が
拡
大
す
る
。

　
　
　
　
濵
野
議
員

　
人
事
院
勧
告
は
社
会
情
勢

を
反
映
し
て
、
民
間
と
の
給

与
格
差
を
調
整
す
る
た
め
に

行
わ
れ
て
お
り
、
勧
告
の
意

義
や
役
割
を
考
え
る
と
勧
告

は
尊
重
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
委
員
会
で
十
分
に

審
査
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
承

認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
賛
成

す
る
。

　
　
　
　
鈴
木
議
員

　
次
の
３
点
に
お
い
て
、
反

対
。

①　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
対
応

で
、
負
担
の
増
え
た
職
員
へ

の
期
末
手
当
の
減
額
は
不
当

で
あ
る
。

②　
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
事

業
に
お
い
て
、
町
の
単
独
予

算
で
委
託
す
る
の
は
妥
当
で

は
な
い
。

③　
総
合
福
祉
会
館
の
運
用

変
更
に
伴
う
補
助
金
の
返
還

は
、
利
用
者
の
意
向
を
な
い

が
し
ろ
に
し
て
決
定
さ
れ
、

発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
12
月
定
例
会
は
11
月
30
日
に
開
会
し
、
12
月
３
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
補
正
予
算
５
件
、

条
例
７
件
、
契
約
１
件
が
提
出
さ
れ
、
条
例
１
件
を
除
く
議
案
は
委
員
会
付
託
に
よ
る
審
査

を
経
て
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
１
件
を

可
決
、
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
３
件
を
行
い
、
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
で
設
置
し
た
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
令
和
２
年
度
各
会
計
決

算
は
、
全
て
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

討
論

8,313
万円

令
和
３
年　
土
庄
町
議
会

月
定
例
会

月
定
例
会

1212令和３年度一般会計補正予算（第３号及び第４号）
2億1341万6千円の増額

▼
総額103億3825万1千円

～
主
な
補
正
予
算
の
内
容
～

2,437
万円

子育て世帯へ10万円を給付

1億129
万円

寄付金の増額による返礼品費など、寄付金の増額による返礼品費など、
ふるさと納税の運用に係る費用ふるさと納税の運用に係る費用

コロナの影響を受けた事業者のコロナの影響を受けた事業者の
営業継続を支援するための費用営業継続を支援するための費用

コロナ
対策

3,711
万円

ワクチンの３回目接種を行うためワクチンの３回目接種を行うため
の費用の費用

コロナ
対策

コロナ
対策

議
案

審
議

関連ページＰ９

ふるさと納税の寄付金額ふるさと納税の寄付金額
３億円を超える見込み３億円を超える見込み
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し
た
の
で
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
福
本
耕
太
議
員

　
住
民
か
ら
継
続
し
て
使
い

た
か
っ
た
と
い
う
声
が
上
が

っ
て
い
る
以
上
、
拙
速
に
実

行
す
る
の
は
民
主
的
な
や
り

方
と
し
て
お
か
し
い
と
考
え

る
の
で
反
対
す
る
。

　
　
　
　
鈴
木
議
員

　
老
人
福
祉
が
目
的
で
あ
り
、

活
動
し
て
い
た
町
民
を
強
制

的
に
排
除
し
た
上
で
の
運
用

変
更
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
福
本
達
雄
議
員

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
十
分
に
審
査
し

た
結
果
、
可
決
す
べ
き
と
決

し
た
の
で
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
福
本
耕
太
議
員

　
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
ま
ま
進
め
ら
れ
た
経
過
が

あ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

討
論

一
般
職
員
の
期
末
手
当
の
減

額
に
反
対
す
る
。

　
　
　
　
井
上
議
員

　
人
事
院
勧
告
は
、
民
間
と

の
給
与
格
差
を
調
整
し
、
均

衡
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
同
様
、
勧
告
を
尊
重
す
べ

き
で
あ
る
。

　
　
　
　
鈴
木
議
員

　
県
下
で
も
ワ
ー
ス
ト
の
給

与
体
系
、
か
つ
コ
ロ
ナ
禍
で

職
員
の
負
担
が
増
え
た
中
で

の
減
額
に
疑
問
が
あ
る
。

　
　
　
　
鈴
木
議
員

　
町
民
の
意
向
を
な
い
が
し

ろ
に
し
て
決
定
さ
れ
た
過
程

が
あ
り
、
運
用
変
更
は
認
め

ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
福
本
達
雄
議
員

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
十
分
に
審
査
し

た
結
果
、
可
決
す
べ
き
と
決

　
　
　
　
福
本
耕
太
議
員

　
一
般
会
計
補
正
予
算
と
同

様
に
、
一
般
職
員
の
期
末
手

当
の
減
額
に
反
対
す
る
。

　
　
　
　
濵
野
議
員

　
人
事
院
勧
告
の
趣
旨
を
鑑

み
て
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
鈴
木
議
員

　
コ
ロ
ナ
禍
で
業
務
過
多
の

中
、
手
当
の
減
額
を
す
る
こ

と
に
反
対
す
る
。

　
　
　
　
福
本
耕
太
議
員

　
公
務
労
働
者
の
賃
下
げ
は
、

新
た
な
民
間
労
働
者
の
賃
下

げ
に
つ
な
が
り
、
賃
下
げ
ス

パ
イ
ラ
ル
に
よ
っ
て
、
社
会

全
体
の
貧
困
が
拡
大
す
る
。

　
よ
っ
て
、
特
別
職
を
除
く

特
別
会
計
補
正
予
算

・
国
民
健
康
保
険
事
業

・
介
護
保
険
事
業

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正

働
く
婦
人
の
家
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

オ
リ
ー
ブ
の
苗
木
補
助

　
《
鈴
木
》
補
助
の
内
容
は
。

　
《
農
林
水
産
課
》
県
が
開
発

し
た
新
種
の
オ
リ
ー
ブ
の
苗

木
に
つ
い
て
、
購
入
額
の
半

分
を
助
成
し
て
い
る
。

沖
之
島
架
橋
工
事
の
契
約
相

手
の
施
工
実
績

　
《
鈴
木
》
本
工
事
は
難
し
い

工
事
だ
と
思
う
が
、
契
約
相

手
方
の
施
工
実
績
は
ど
う
か
。

　
《
建
設
課
》
施
工
実
績
等
を

入
札
参
加
資
格
の
要
件
に
設

定
し
て
お
り
、
必
要
な
実
績

は
有
し
て
い
る
。

商
工
会
の
総
合
福
祉
会
館
へ

の
移
転

　
《
茂
木
》
国
へ
の
返
還
金
１

８
５
万
円
が
発
生
す
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
移
転
場
所
を

総
合
福
祉
会
館
に
決
定
し
た

理
由
は
。

　
《
生
涯
学
習
課
》
一
戸
建
て

で
あ
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面

が
良
い
た
め
。
返
還
金
は
発

生
す
る
が
、
商
工
会
に
は
月

額
15
万
円
程
度
の
使
用
料
と

会
館
の
電
気
、
水
道
、
浄
化

槽
の
維
持
管
理
費
も
負
担
し

て
も
ら
う
。

　
《
茂
木
》
賃
貸
借
期
間
は
。

　
《
生
涯
学
習
課
》
５
年
程
度

と
聞
い
て
い
る
が
、
未
定
。

子
育
て
世
帯
へ
の
10
万
円
給

付
　
《
福
本
耕
太
》
支
給
要
件
に
、

町
税
完
納
等
の
町
独
自
の
制

限
は
設
け
る
の
か
。

　
《
健
康
福
祉
課
》
国
の
制
度

ど
お
り
で
あ
り
、
町
独
自
で

制
限
を
設
け
る
予
定
は
な
い
。

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
作
品

制
作
依
頼

　
《
鈴
木
》
瀬
戸
芸
作
品
の
中

で
、
な
ぜ
、
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン

コ
氏
の
作
品
の
み
町
単
独
の

予
算
が
発
生
す
る
の
か
。

　
《
商
工
観
光
課
》
他
の
作
品

は
瀬
戸
芸
実
行
委
員
会
が
公

募
し
、
選
定
す
る
が
、
コ
シ

ノ
氏
の
作
品
は
、
町
が
制
作

を
依
頼
し
、
町
所
有
と
な
る

た
め
。

付
託
審
査
で
の
主
な
質
疑

香川県が開発した新種のオリーブ

瀬戸内国際芸術祭 2019「SPIKE DRESS」
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12月定例会の審議結果と賛否
●賛否の分かれた議案

　
離
島
は
、
我
が
国
及
び
国
民
の
利
益
の
保
護
及

び
増
進
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
離
島
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
自
然
的
・
社
会
的

条
件
の
下
、
本
土
と
の
地
域
格
差
や
人
口
減
少
、

高
齢
化
な
ど
、
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
。

　
現
行
の
離
島
振
興
法
が
令
和
４
年
度
末
を
も
っ

て
失
効
す
る
こ
と
か
ら
、
抜
本
改
正
の
上
、
恒
久

法
化
も
視
野
に
入
れ
て
延
長
さ
れ
る
よ
う
、
強
く

要
望
す
る
。

　
【
提
出
先
】

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官

○：賛成　●：反対　欠：欠席　｜：議長（議長は採決に加わりません）

議　　案　　等
髙
橋
正
博

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

木
場
隆
司

○

○

○

○

○

○

○

井
上
正
清

○

○

○

○

○

○

○

川
本
貴
也

○

○

○

○

○

○

○

福
本
耕
太

●

●

●

●

●

●

●

濵
野
良
一

○

○

○

○

○

○

○

三
木
俊
明

○

○

○

○

○

○

○

福
本
達
雄

○

○

○

○

○

○

○

鈴
木
美
香

●

●

●

●

●

●

●

茂
木
邦
夫

○

○

○

○

○

○

●

関
連　
　

　
ペ
ー
ジ

P２

P３

P３

P３

P３

P３

P３

議
決
結
果
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決

令和３年度一般会計補正予算（第3号）
（補正額1億3，028万7千円を追加し、総額102億5，512万2千円とする）

国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）
（212万6千円を減額し、総額20億2，909万3千円とする）

介護保険事業特別会計補正予算（第2号）
（395万円を追加し、総額21億1，612万7千円とする）

福祉サービス事業特別会計補正予算（第2号）
（576万3千円を減額し、総額8，723万9千円とする）

職員の給与に関する条例等の一部改正
（人事院勧告及び県人事委員会勧告に準じて期末手当の支給割合を引き下げるもの）

働く婦人の家の設置及び管理に関する条例の一部改正
（施設の貸付に伴い、使用できる部屋を変更するもの）

老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部改正
（施設の貸付に伴い、使用できる部屋を変更するもの）

●全会一致で可決した議案
○令和３年度補正予算
令和３年度一般会計補正予算（第4号）（8，312万9千円を追加し、総額103億3，825万1千円とする）

○令和２年度決算の認定
一般会計及び特別会計の歳入歳出決算の認定（一般会計のほか８つの特別会計の歳入歳出決算を認定するもの）

○条　例
公共下水道条例（設置及び管理する公共下水道に関して必要な事項を定めるもの）

○条例の一部改正
国民健康保険条例の一部改正（法改正に伴い、出産育児一時金の額を改正するもの。40万4千円→40万8千円。）
都市下水路条例の一部改正（公共下水道条例の制定に伴い、改正するもの）
公民館使用料条例の一部改正（中央公民館「中会議室」の基本使用料を1時間単位に変更するもの）

○契　約
工事請負契約の締結（町道沖之島線道路整備工事　契約者：タチバナ・土庄特定建設工事共同企業体、契約金額：7億3，502万円）

○議員発議
離島振興法の改正・延長を求める意見書（国に対して意見書を提出するもの：関連ページP4）

可決

認定

可決

可決
可決
可決

可決

可決

◆
タ
ブ
レ
ッ
ト
会
議

◆
離
島
振
興
法
の
改
正
・
延
長
を

　
求
め
る
意
見
書

可
決

要　旨

　12月定例会において、議会資料閲覧のために、初
めてタブレットを使用しました。今回はまだ紙資料
との併用でしたが、将来的にはタブレットのみで会
議を行えるよう進めています。



とのしょうとのしょう議会だより議会だより 5No.87

　町民の皆さんと対話を重視
し、誠心誠意取り組みたいと
思います。土庄町をやさしい
助け合いの町にします。皆様
のご支援をよろしくお願い申
し上げます。

　町民のみなさまが安心して
暮らせる町を目指して、微力
ではありますが、皆さんと共
に頑張りますのでよろしくお
願いします。

　10年間、行政のチェックを
してきました。
　初心を忘れず町民ファース
トを貫き、人に優しい行政を
目指します。

小川務（42歳・１回）
（おがわ つとむ）

井藤茂信（57歳・１回）
（いとう しげのぶ）

大野一行（75歳・１回）
（おおの かずゆき）

　令和３年12月26日に欠員３名の土庄町議員補欠選挙が行われました。
新たな議員の任期は、令和３年12月27日から令和５年５月11日までです。

◆
議
員
の
辞
職
に
つ
い
て

　
・
岡
本
経
治
議
員
か
ら
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
議
員

　
　
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
11
月
17
日
付
で
議
長
に
お

　
　
い
て
許
可
し
ま
し
た
。

　
・
茂
木
邦
夫
議
員
か
ら
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
議
員

　
　
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
12
月
15
日
付
で
議
長
に
お

　
　
い
て
許
可
し
ま
し
た
。

◆
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
各
委
員
会
で
委
員
が
欠
員
し
た
こ
と
に
伴
い
、
委
員

の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
※
選
任
し
た
委
員
の
み
掲
載
。

　
・
総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員　
大
野　
一
行

　
・
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員　
井
藤　
茂
信
／
小
川　
務

　
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員　
川
本　
貴
也

　
・
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員　
大
野　
一
行
／
井
藤　
茂
信

　
・
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員　
福
本　
耕
太
／
福
本　
達
雄
／

　
　
　
　
　
　
　
　
小
川　
務

◆
副
委
員
長
の
互
選

　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の
副
委
員
長
が
欠
員
し
た

こ
と
に
伴
い
、
副
委
員
長
を
互
選
し
ま
し
た
。

　
・
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
　
副
委
員
長　
濵
野　
良
一

　
各
委
員
会
の
構
成
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
下
記
の
QR
コ
ー

ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

２
日　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

８
日　
香
川
県
広
域
水
道
企
業
団
議
会
定
例
会

９
日　
総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

15
日　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

18
日　
小
豆
郡
町
議
会
議
長
会

　　
　
議
会
運
営
委
員
会

22
日
　
　
　
全
員
協
議
会

26
日　
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会

　
　
　
小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
定
例
会

29
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
12
月
定
例
会
本
会
議

30
日
　
　
　
総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

３
日　
12
月
定
例
会
本
会
議

16
日　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

11
日　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

１月 12月 11月
　
議
会
の
動
き

令
和
３
年
10
月
22
日
〜
令
和
４
年
１
月
21
日

補
欠
選
挙
に
よ
り
、
３
名
の

議
員
が
決
定
し
ま
し
た

{{ { { { {



町　税
15億893万円
（11.6%） 繰入金

13億6,059万円
（10.4%）

繰入金
13億6,059万円
（10.4%）

自主財源
32.0％

一般会計　歳入

130億6,129万円

年度決算を認定

依存財源
68.0％

地方交付税
32億9,074万円
（25.2%）

町　債
22億3,608万円
（17.1%）

国庫支出金
19億9,109万円
（15.2%）

国庫支出金
19億9,109万円
（15.2%）

県支出金
9億4,372万円
（7.2%）

交付金など
4億1,579万円
（3.3%）

寄 附 金
2億1,398万円（1.6%）
使用料及び手数料
1億 8,362 万円（1.4%）
分担金及び負担金
6,373万円（0.5%）
財産収入
2,416万円（0.2%）

繰 越 金
3億3,910万円
（2.6%）

繰 越 金
3億3,910万円
（2.6%）

固定資産税
6億9,611万円
町民税
6億4,227万円
たばこ税
9,158万円
軽自動車税
6,723万円
入　湯　税
1,174万円

諸 収 入
4億8,976万円
（3.7%）
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職
員
採
用
活
動

　
《
茂
木
》
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

職
員
募
集
や
、
今
後
の
採
用

活
動
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
《
総
務
課
》
今
は
広
報
と
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
採
用
活
動

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
無
料

の
公
務
員
サ
イ
ト
も
利
用
し

て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

　
《
鈴
木
》
ふ
る
さ
と
納
税
の

今
後
の
見
通
し
は
。

　
《
企
画
財
政
課
》
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
増
や
し
、
目
標
額

を
３
億
円
に
設
定
し
て
い
る
。

入
湯
税
の
徴
収

　
《
茂
木
》
入
湯
税
に
つ
い
て

公
平
に
徴
収
さ
れ
て
い
る
か
。

　
《
税
務
課
》
年
に
１
社
ず
つ

出
向
い
て
帳
簿
を
確
認
し
て

お
り
、
公
正
性
は
担
保
さ
れ

て
い
る
。

公
民
館
の
維
持
管
理

　
《
茂
木
》
公
民
館
維
持
管
理

費
の
財
源
は
。

　
《
生
涯
学
習
課
》
公
民
館
の

使
用
料
の
一
部
、
文
化
財
・

施
設
の
使
用
整
備
基
金
等
で

あ
る
。

予
算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
審
査

　
決
算
特
別
委
員
会
を
10
月
４
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
開
催
し
、

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

　令和２年度一般会計の決算は、
歳入総額130億6，129万円（前年
度比31．2％増）、歳出総額117億
2，943 万円（前年度比25．4％増）
となった。前年度から累積する繰
越金や財政調整基金繰入金などの
黒字要素および赤字要素を除いた
差引額（実質単年度収支）は、1億
1，142万円の赤字となった。
　また、令和２年度の財政調整基
金残高は4 億3，446万円減の約
16億1，663万円、一般会計の町
債残高は、大型建設事業等による
地方債の発行額が増加したことに
より、前年度比約12億7，739万
円増の約126億1，199万円とな
った。

認
知
症
予
防
の
取
り
組
み

　
《
福
本
耕
太
》
認
知
症
予
防

三
位
一
体
事
業
の
成
果
は
。

　
《
健
康
福
祉
課
》
小
豆
島
ス

ポ
ー
テ
ィ
ー
ズ
に
委
託
し
て
、

ラ
ジ
オ
体
操
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
CD

を
作
成
し
、
地
域
の
サ
ロ
ン

や
事
業
所
で
利
用
し
て
も
ら

う
こ
と
に
し
て
い
た
が
、
コ

ロ
ナ
の
関
係
で
サ
ロ
ン
活
動

等
が
中
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、

配
布
で
き
て
い
な
い
。
活
動

が
再
開
す
れ
ば
、
保
健
師
が

出
向
き
、
活
用
し
て
い
く
。

ご
み
の
処
理
費
用

　
《
福
本
達
雄
》
一
人
当
た
り

の
ご
み
の
処
理
費
用
は
年
々

増
加
傾
向
な
の
か
。

　
《
住
民
環
境
課
》
可
燃
物
の

収
集
を
委
託
す
る
と
下
が
っ

て
い
く
。
長
期
的
に
は
委
託

の
方
針
な
の
で
下
が
っ
て
い

く
と
思
う
。

土
庄
港
駐
車
場
と
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル

　
《
茂
木
》
野
積
み
場
使
用
料

が
減
っ
た
理
由
及
び
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
の
空
テ
ナ
ン
ト
の

今
後
の
予
定
は
。

　
《
建
設
課
》
コ
ロ
ナ
禍
で
駐

車
場
の
使
用
料
が
減
っ
た
の

が
要
因
で
あ
る
。
ま
た
、
空

テ
ナ
ン
ト
は
募
集
を
し
て
い

る
が
、
最
終
契
約
に
は
至
っ

て
い
な
い
の
で
引
き
続
き
募

集
を
し
て
い
き
た
い
。

地
域
お
こ
し
企
業
人

　
《
茂
木
》
地
域
資
源
活
性
化

事
業
の
地
域
お
こ
し
企
業
人

の
成
果
は
。

　
《
商
工
観
光
課
》
四
国
や
中

国
地
方
の
学
校
に
PR
し
、
修

学
旅
行
を
多
く
誘
致
し
て
い

る
。

ラジオ体操 DVD の一場面



◆財政調整基金（一般会計）の残高

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和２年度

◆町債（一般会計）の残高

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和２年度 一般会計　歳出

各会計の令和２

117億2,943万円

民 生 費
20億6,058万円
（17.6%）

総 務 費
45億2,378万円
（38.6%）

教育費
7億5,980万円
（6.5%）

教育費
7億5,980万円
（6.5%）

衛生費
14億6,513万円
（12.4%）

公債費
10億901万円
（8.6%）

公債費
10億901万円
（8.6%）

土 木 費
7億8,479万円
（6.7%）

土 木 費
7億8,479万円
（6.7%）

消 防 費
3億8,467万円
（3.3%）

農林水産業費
2億6,229万円
（2.2%）商 工 費

3億5,694万円
（3.0%）

20億5,109万円

16億1,663万円

23億4,778万円

25億 967万円

103億 673万円

113億3,460万円

126億1,199万円

95億5,591万円

議会費8,200万円（0.7%）
労働費3,107万円（0.3%）
災害復旧費937万円（0.1%）

25億 874万円

96億7,314万円
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決
算
特
別
委
員
会
か
ら
の
主
な
意
見

・
町
長
の
交
際
費
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ

　
て
い
る
が
、
旅
費
に
つ
い
て
も
公
開
し
、
町
民

　
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
。

・
多
く
の
方
に
人
間
ド
ッ
ク
や
健
診
を
受
け
て
も

　
ら
う
た
め
、
意
識
啓
発
や
病
院
の
受
け
入
れ
体

　
制
の
充
実
等
に
努
力
し
て
ほ
し
い
。

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
外
か
ら
人
を
呼
ぶ
の

　
で
は
な
く
、
地
元
の
人
た
ち
や
子
ど
も
た
ち
が

　
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
力
点
を
置
く

　
べ
き
。

・
花
づ
く
り
を
町
全
体
に
広
げ
る
た
め
に
も
、
シ

　
ル
バ
ー
や
老
人
会
に
委
託
し
て
い
る
花
の
水
や

　
り
の
補
助
の
増
額
や
労
力
が
か
か
ら
な
い
方
法

　
を
考
え
て
ほ
し
い
。

・
新
規
に
林
業
を
す
る
方
へ
の
補
助
や
サ
ポ
ー
ト
、

　
ま
た
、
新
し
い
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
あ
た

　
り
、
個
人
に
対
す
る
補
助
を
考
え
て
ほ
し
い
。

・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ロ
ー
ド
の
バ
ス
停
に
、
観
光
客
の

　
口
コ
ミ
が
広
が
る
よ
う
な
何
か
を
考
え
て
は
ど

　
う
か
。
中
高
生
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
る
の
も
一

　
案
。
も
っ
と
観
光
に
住
民
の
声
を
取
り
入
れ
る

　
べ
き
。

・
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
だ
け
で
は
な
く
、
ラ
ン
ニ

　
ン
グ
コ
ス
ト
も
き
ち
ん
と
考
え
た
上
で
の
事
業

　
プ
ラ
ン
を
立
て
る
べ
き
。

　
　
　
　
福
本
耕
太
議
員

１　

町
税
滞
納
を
理
由
に
、

中
小
企
業
コ
ロ
ナ
支
援
金
の

対
象
か
ら
外
す
こ
と
。
ま

た
、
大
学
生
へ
の
給
付
金
に

つ
い
て
、
町
の
奨
学
金
制
度

利
用
者
に
限
定
し
た
こ
と
。

２　
保
護
者
が
町
税
を
滞
納

し
た
場
合
、
子
ど
も
を
奨
学

金
の
対
象
か
ら
外
す
こ
と
。

３ 

同
和
事
業
に
つ
い
て
、

①
団
体
・
個
人
へ
の
助
成
金

に
反
対
。
②
教
育
は
科
学
的

に
歴
史
教
育
の
中
で
実
施
す

る
べ
き
。

４　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

反
対
。

　
　
　
　
濵
野
議
員

　
決
算
特
別
委
員
会
で
、
執

行
部
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受

け
、
十
分
な
審
査
を
行
っ
た

上
で
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い

る
と
認
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
鈴
木
議
員

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て
、
個
人
情
報
の
漏
洩
の

危
険
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ

を
守
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ

れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

決
算
認
定
に
対
す
る

本
会
議
で
の
討
論
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総務建設常任委員会

活動報告

　令和４年度から令和８年度まで
の期間の計画が完成した。
　歳入は、人口減少等により地方
税や交付税等が減少傾向にある。
　歳出は、施設の老朽化による維
持補修費、大型事業実施による公
債費等が増加する。
　財政調整基金は年々減少し、令
和８年度には約13億円に下降する
見込みである。
　事業の徹底した見直しや実施時
期の再検討、不用な町有地の売却
やふるさと納税寄付金などによる
自主財源の確保を推進していく必
要がある。

【 企画財政課 】

中期財政計画

【濵野】財政調整基金が令和７
年・８年で急激に落ち込み、
経常収支比率が上がる要因は
何か。
　普通交付税の算定において、
令和８年度は、令和７年度の
国勢調査の人口が反映される
見込みであり、人口が減少す
る推計のため。

【鈴木】予算編成にあたり、本
当に必要な事業かどうかをよ
く考えてもらいたい。

意

答

問

　今回はコロナ禍のため、作品と
アーティストの数は前回より少な
くなることが予想される。また、
密を避けるため、デジタルでのパ
スポート（デジパス）を販売する。
発熱者などに対する対策について
は、実行委員会を中心に、島ごと
の対策も考えている。

　11月９日に入札後審査型一般競
争入札を行い、単体企業３社、特
定建設工事共同企業体２社が参加
し、落札候補者を決定した。今後、
審査を行い、入札参加資格がある
と認められた場合は、当該落札候
補者を落札者とする。
　土砂の処理方法については現在
も検討中だが、四海漁業協同組合
総会で提案された箇所について関
係部署と協議を進めている。

【 商工観光課 】

瀬戸内国際芸術祭2022

【 建設課 】

沖之島離島架橋事業

【濵野】日本遺産との連携は。

　要望はしていたが、現時点
では日本遺産関連の作品はな
い。

【鈴木】島の医療体制は万全で
はないので、コロナ対策はし
っかりとしてほしい。

意

答

問

【濵野】土砂の捨て場につい
て、提案された場所であれば、
環境問題や県の許可をクリア
できるのか。
　この場所は、一般海域とし
て県が管理する場所であり、
土砂の再利用ということで県
と協議している。

答

問

　今回の主な対応は、報酬額等の
見直しと消防団員個人への直接支
給である。従来、出動報酬・費用
弁償は、一回当たり２千円として
いたが、活動時間に応じて２千円
～８千円の出動報酬を支給する。
機材点検、年末夜警、訓練等の日
常的な活動については、従来どお
り２千円の費用弁償を支給する方
針である。分団の運営に必要な経
費は、分団運営交付金として交付
する。
　報酬等の見直しには条例改正が
必要なため、令和４年度当初予算
案と併せ、３月議会に向けて準備
する。

【 総務課 】

消防団員の処遇改善

【三木】災害時や火災時に地域
を守ってくれる、地区の消防
団の意見を踏まえた上で、十
分に審議して進めてほしい。

意

11月15日開催

議会活性化特別委員会

11月９日開催

議会のインターネット配信

◦配信方法（生中継・録画配信）と費用等
◦配信にあたって留意すべきことや今後の対応

◦配信開始の時期は令和４年度中とし、まず録画配信から開始し、
　生中継については時期を見ながら導入する。
◦配信サイトとしてYou Tubeを利用する。

検討項目

結　　論
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教育民生常任委員会

　12歳以上64歳以下の82．4パー
セント、65歳以上の88．6パーセン
トが２回接種を終えた。12歳以上
全体では、85パーセントを超えて
おり、早期に接種を希望する方に
ついては、ほぼ終了したとみてい
る。
　３回目接種について、国は、２
回目を接種してからおおむね８か
月以上経過後に３回目の接種を行
う方針としている。土庄町におい
ても12月から医療従事者等を対象
として接種を開始できるように、
ワクチンの必要量を確保したい。
　なお、一般の方への３回目接種
が本格化するのは、来年２月14日
以降の予定である。

【 健康福祉課 】

新型コロナワクチンの接種
状況と３回目接種の方向性

【茂木】３回目接種の効果と副
反応の認識、また打つ際の判
断基準の説明はどのように考
えているか。
　効果及び副反応については
報道等で言われている情報し
か持っていない。接種する、
しないは個人の判断なので、
判断基準の説明についても、
現時点では想定していない。
その上で、希望する方が、接
種できるように枠を設けるの
は我々の責務である。

答

問

　９月半ばに着工し、現在は屋根、
外壁がおおむね終わり、予定どお
り進んでいる。また、世界的に木
材の価格が高騰しており、工事請
負契約の金額に変更が生じる。

【 教育総務課 】

四海こども園建設の
進捗状況

【岡本】島内や町内の間伐材を
使用しているか。
　使用していない。ほとんど
が外材である。

【岡本】通常、業者は入札時の
価格で値上がり前に材料を調
達するのではないか。業者と
一度話し合うべきだ。

意

答

問

　２つの建設候補地のうち、灘山
地区は筆数が80、地権者は65人
であり、面積は２万2，826平方メ
ートル、琴塚地区は筆数が10、地
権者は８人、面積は8，886平方メ
ートルである。候補地については、
ほかに適地がないか継続して調査
していく。
　島外搬出については、期間の延
長を考える必要がある。
　広域連携については、両町の処
分場の諸事情を考慮しながら、協
議に入るべく準備をしている。

【 住民環境課 】

一般廃棄物最終処分場

【髙橋】２つの建設候補地は面
積が大きく異なるが、８千平
方メートル程度で建設可能な
のか。
　処分場自体は約８千平方メ
ートルとなる。灘山の場合は、
高低差があり、進入路を多め
にとっているため、精査する
と小さくなると思う。

【岡本】埋めるだけでなく、小
型の溶融炉などの案は。
　コスト面などが改善された
ときは候補に入る。

答

答

問

問

　豊島中学校において、希望者が
夏休みにタブレットを自宅に持ち
帰り、AIドリル学習を行った。利
用状況等を調査したところ、利用
時間は一日当たり「30分未満」が
半分以上で、あまり長時間利用さ
れていなかった。また、保護者は
タブレット学習を「継続させたい」
割合が多かった。ICT教育に否定
的な方は少ないという印象もあり、
今後は状況を見ながら、効果を検
証していきたい。

　昨年度、町内４カ所の避難所に
太陽光発電設備を設置し、非常用
電源を確保した。４施設の半年間
の削減額は約71万円であり、一定
の効果はあると思われる。
　また、中央図書館の屋根にパネ
ルを設置して庁舎へ電源供給する
事業を計画している。

【 教育総務課 】

GIGA スクール構想

【 住民環境課 】

二酸化炭素
排出抑制対策事業

11月９日開催

委員会の

【福本耕太】太陽光発電の設置
には補助があるが、将来的な
撤去費用は町の負担となるの
か。
　現時点では、設置に係る補
助しかない。太陽光発電事業
に投資をするかどうかは慎重
に判断するべきと考える。

答

問

【茂木】現場の方が有用だと感
じた点は。
　教科の振り返りができる点
が良い。その一方、通信環境
が安定しない場合がある。

【茂木】チャット機能を使った
いじめ等に不安を持つ保護者
がいるようだが、そのような
事実はあるのか。
　現在、そのような事例はな
い。

答

答

問

問

12月16日開催

　現金10万円の一括給付を行う。
児童手当の情報を活用できる児童
は12月24日に、申請が必要な高校
生等は１月７日から順次振り込む。

【 健康福祉課 】

子育て世帯へ給付金を支給
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一
般
質
問

濵
はま

野
の

　良
りょういち

一　・・・　 P11

鈴
すず

木
き

　美
み

香
か

　・・・　 P12

木
き

場
ば

　隆
たか

司
し

　・・・　 P13

三
み

木
き

　俊
とし

明
あき

　・・・　 P14

福
ふく

本
もと

　耕
こう

太
た

　・・・　 P15

◆ GIGAスクールの現状と今後の対応や方針は
◆コロナ禍における各種制限による子どもたちの教育への影響は

◆子どもたちへの主権者教育の推進を
◆町長の資産公開
◆孤立化を防ぐフォロー体制を

◆人事評価制度の取り組みは
◆小豆島北部みらいの事業の進捗状況は

◆届け、ボランティアの声、新たな福祉活動拠点を
◆町独自の地域活性化策で町民に投資する町へ

◆医療費無料化年齢を、高校卒業まで引き上げよ
◆奨学金制度は、「必要とする全ての学生」が受けられる制度に改善を
◆国保税について、子どもの均等割廃止の具体化は

各
議
員
の
質
問
全
文
は
、
質
問
ペ
ー
ジ
に
あ
る

各
議
員
の
質
問
全
文
は
、
質
問
ペ
ー
ジ
に
あ
る
QRQR
コ
ー
ド
を
利
用
し
、

コ
ー
ド
を
利
用
し
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議場横のロビーのモニターで、会議の様子を見ることができます。議場横のロビーのモニターで、会議の様子を見ることができます。
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一  般  質  問

　
今
年
度
よ
り
小
中
学
校
で

一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

の
授
業
が
始
ま
っ
た
。
現
在

の
状
況
は
。

　
各
学
年
、
各
教
科
に
お
い

て
幅
広
く
授
業
に
利
用
さ

れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
サ
ポ

ー
ト
を
受
け
な
が
ら
積
極
的

な
利
活
用
が
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
家
庭
で
の
リ
モ

ー
ト
授
業
や
作
業
等
が
考
え

ら
れ
る
。
今
後
の
方
針
と
対

応
は
。

　
持
ち
帰
り
に
は
、
各
家
庭

の
通
信
環
境
や
紛
失
時
の
費

用
負
担
等
の
課
題
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
。
豊
島
中
学
校

で
、
夏
休
み
中
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
家
庭
に
持
ち
帰
り
、
※

AI

ド
リ
ル
を
活
用
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
で
は
、
時
代
に
即

し
た
学
習
と
し
て
肯
定
的
な

意
見
の
一
方
、
モ
ラ
ル
等
に

関
し
、
不
安
の
声
も
あ
っ
た
。

　
引
き
続
き
、
児
童
生
徒
へ

情
報
モ
ラ
ル
の
教
育
、
指
導

を
行
い
、
家
庭
で
の
利
用
等

の
ル
ー
ル
作
り
を
進
め
、
保

護
者
の
理
解
と
協
力
を
得
な

が
ら
、
よ
り
良
い
活
用
方
法

を
検
討
し
て
い
く
。

濱濱
はまはま

　　野野
のの

　　良良
りょうりょう

　　一一
いちいち

　　  議員議員
問問 答

教
育
総
務
課
長

答
教
育
総
務
課
長

　
マ
ス
ク
着
用
に
よ
る
子
ど

も
へ
の
弊
害
の
認
識
と
対
応

は
。

　

マ
ス
ク
の
着
用
に
よ
り
、

相
手
の
感
情
を
読
み
取
る
こ

と
や
言
語
面
で
の
成
長
に
懸

念
は
あ
る
。
保
護
者
に
は
家

庭
内
で
対
面
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
お
願
い
し
、
現

場
で
は
成
長
に
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
教
育
・
保
育
へ

の
配
慮
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
島
内
で
は
、
８
月
末
か
ら

感
染
者
ゼ
ロ
が
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
社
会
施
設
等
の

町
有
施
設
の
利
用
は
制
限
さ

れ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
島

内
で
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
確
認

さ
れ
た
場
合
は
ど
う
す
る
の

か
。

　
一
律
の
貸
出
中
止
で
は
な

く
、
柔
軟
な
対
応
を
し
て
い

く
。

　
土
庄
小
学
校
の
施
設
は
、

開
校
当
初
か
ら
利
用
制
限
が

あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

練
習
場
所
の
確
保
や
ス
ポ
ー

ツ
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け

と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
施
設

利
用
に
関
し
て
再
考
し
て
は

ど
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
各
種
制
限
に
よ
る

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
各
種
制
限
に
よ
る

子
ど
も
た
ち
の
教
育
へ
の
影
響
は

子
ど
も
た
ち
の
教
育
へ
の
影
響
は

　
土
庄
小
学
校
の
施
設
を
社

会
体
育
施
設
と
し
て
利
用
す

れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
む
気
持
ち
の
醸

成
に
つ
な
が
る
と
い
う
考
え

方
も
あ
る
が
、
学
校
現
場
で

の
児
童
の
安
全
・
安
心
、
ま

た
施
設
の
管
理
等
の
問
題
を

総
合
的
に
考
え
る
と
目
的
外

使
用
は
難
し
い
。

問答
教
育
総
務
課
長

問

問

答
教
育
総
務
課
長

答
生
涯
学
習
課
長

※
AI
ド
リ
ル

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

の
一
環
。
子
ど
も
の
回
答

を
AI
が
分
析
し
て
、
苦
手

分
野
の
問
題
を
自
動
で
出

題
す
る
な
ど
、
お
の
お
の

に
合
わ
せ
た
学
習
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

GIGAスクールの現状とGIGAスクールの現状と
今後の対応や方針は今後の対応や方針は

土庄小学校の体育館
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一  般  質  問

　
世
界
と
比
べ
日
本
の
投
票

率
は
低
く
、
特
に
若
い
世
代

が
低
い
。
政
治
教
育
が
十
分

で
な
い
中
で
投
票
を
促
さ
れ

て
も
困
惑
す
る
若
者
は
多
い

の
で
は
な
い
か
。

　
そ
こ
で
問
う
。

①　
子
ど
も
の
主
権
者
教
育

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

②　
内
容
や
時
間
は
。

③　
気
候
危
機
、
格
差
問
題

等
、
次
世
代
に
影
響
す
る
課

題
が
あ
る
。
幼
い
頃
か
ら
主

権
者
教
育
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
、
命
や
生
活
は
自
ら
守

る
と
い
う
実
感
が
必
要
だ
。

社
会
へ
の
希
望
や
責
任
感
を

育
む
た
め
主
権
者
教
育
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

①　
小
中
学
校
は
、
社
会
科

等
に
取
り
入
れ
、
主
権
者
教

育
を
行
っ
て
い
る
。
中
学
で

は
自
治
体
で
の
自
分
た
ち
の

権
利
や
考
え
方
、
国
の
政
治

の
仕
組
み
を
学
習
す
る
こ
と

で
、
選
挙
権
や
被
選
挙
権
の

重
要
性
を
理
解
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
。

②　
小
学
校
で
は
６
年
生
の

社
会
科
で
国
政
や
選
挙
制
度

を
中
心
に
17
時
間
、
中
学
校

で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
権
思

想
や
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
等

歴
史
的
分
野
で
４
時
間
、
法

の
支
配
や
国
会
、
内
閣
の
仕

組
、
行
政
の
役
割
等
公
民
分

野
で
14
時
間
の
学
習
を
行
っ

て
い
る
。

③　
子
ど
も
た
ち
に
身
に
つ

け
さ
せ
た
い
の
は
、
正
解
が

１
つ
で
は
な
い
論
争
的
な
課

題
に
対
し
、
児
童
が
自
分
の

気
持
ち
を
持
ち
、
違
う
意
見

や
対
立
す
る
意
見
を
整
理
し
、

議
論
を
交
わ
す
と
い
う
能
力

だ
。

　
他
人
と
意
見
の
折
り
合
い

を
つ
け
、
誰
も
が
納
得
す
る

答
え
を
見
出
し
、
全
体
の
合

意
形
成
を
す
る
力
を
つ
け
る

鈴鈴
すずすず

　　木木
きき

　　美美
みみ

　　香香
かか

　　  議員議員
問

答
教
育
総
務
課
長

　
「
土
庄
町
政
治
倫
理
の
確

立
の
た
め
の
土
庄
町
長
の
資

産
等
の
公
開
に
関
す
る
条

例
」
の
趣
旨
を
問
う
。

　
資
産
等
の
公
開
措
置
に
よ

り
、
政
治
倫
理
の
確
立
を
期

し
、
民
主
政
治
の
健
全
な
発

達
に
資
す
る
こ
と
が
目
的
で

あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
町
長
の
資
産
等
報
告
書
に

借
入
金
の
記
載
が
あ
っ
た
。

自
己
破
産
手
続
き
で
、
住
民

の
不
信
感
を
招
く
状
況
の
中
、

政
治
倫
理
確
立
の
観
点
か
ら

町
政
を
預
る
者
と
し
て
、
借

入
金
の
目
的
や
時
期
を
明
ら

か
に
す
べ
き
で
は
。

　
会
社
と
協
同
組
合
の
保
証

を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
個
人
的
に
借
り
入
れ

し
た
お
金
で
は
な
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
等
、
町
政
は
難

題
山
積
。
自
己
破
産
の
処
理

を
優
先
し
、
町
政
か
ら
身
を

引
く
こ
と
は
考
え
な
い
の
か
。

　
議
員
必
携
に
は
「
無
礼
な

言
葉
や
私
生
活
に
わ
た
る
言

論
に
な
る
発
言
を
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。

　
町
政
が
悪
循
環
に
陥
っ
て

い
る
。
町
政
を
安
心
し
て
任

せ
る
こ
と
が
難
し
い
。

町
長
の
資
産
公
開

町
長
の
資
産
公
開

問答
企
画
財
政
課
長

問

問

子どもたちへの子どもたちへの
主権者教育の推進を主権者教育の推進を

こ
と
で
、
社
会
に
参
画
す
る

た
め
の
資
質
や
能
力
が
養
わ

れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
日
本
は
、政
治
教
育
に
は
、

消
極
的
だ
。
自
分
の
命
や
生

活
を
守
る
た
め
に
、
だ
れ
も

が
自
分
事
と
し
て
政
治
に
向

き
合
い
、
発
言
す
る
時
代
に

な
っ
た
の
だ
か
ら
、
ぜ
ひ
血

肉
に
通
う
よ
う
な
教
育
を
土

庄
町
独
自
で
も
模
索
し
て
ほ

し
い
。

意

・
孤
立
化
を
防
ぐ
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を

そ
の
他
の
質
問 答

町
　
　
長

答
町
　
　
長

意
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一
般
職
の
評
価
は
誰
が
行

う
の
か
。
ま
た
誰
が
最
終
決

定
す
る
の
か
。

　
一
般
職
及
び
課
長
補
佐
ま

で
、
上
長
の
課
長
が
す
べ
て

評
価
し
、
最
終
は
町
長
で
あ

る
。

　
係
長
や
課
長
補
佐
に
よ
る

評
価
と
、
課
長
に
よ
る
評
価

に
は
多
少
の
違
い
が
出
る
は

ず
だ
。
一
人
の
意
見
が
通
る

の
で
は
な
く
、
身
近
な
上
司

の
意
見
も
参
考
に
し
た
ほ
う

が
よ
り
公
平
な
評
価
に
な
る

と
思
う
の
で
、
検
討
し
て
ほ

し
い
。

一  般  質  問

　
地
方
自
治
体
に
導
入
さ
れ

て
い
る
人
事
評
価
制
度
は
、

職
員
の
能
力
や
業
績
を
評
価

し
、
組
織
全
体
の
士
気
高

揚
、
能
率
の
向
上
を
目
的
と

し
、
評
価
結
果
は
給
与
、
昇

格
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
活
用
さ

れ
る
。

　
こ
の
制
度
が
十
分
に
機
能

し
な
け
れ
ば
、
職
員
の
中
に

「
一
生
懸
命
や
っ
て
も
や
ら

な
く
て
も
結
果
は
同
じ
」
と

い
う
空
気
が
ま
ん
延
し
や
す

く
な
る
。

　
制
度
へ
の
取
り
組
み
状
況

は
。
ま
た
、
職
員
そ
れ
ぞ
れ

に
公
平
な
評
価
が
で
き
て
い

る
か
。

　
こ
の
制
度
は
、
公
務
能
率

の
向
上
に
つ
な
げ
、
最
終
的

に
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

土
台
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度

か
ら
導
入
し
て
い
る
。

　
現
状
で
は
評
価
結
果
を
昇

給
、
勤
勉
手
当
な
ど
に
十
分

反
映
で
き
て
い
な
い
。
昨
年

度
か
ら
現
行
の
人
事
評
価
制

度
の
問
題
点
を
洗
い
出
す
作

業
を
進
め
て
お
り
、
来
年
度

か
ら
新
た
な
人
事
評
価
制
度

の
運
用
を
し
た
い
。

　
ま
た
職
員
に
対
し
て
は
、

人
事
評
価
に
対
す
る
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭

し
、
制
度
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
９
月

に
全
職
員
を
対
象
と
し
た
職

員
研
修
を
実
施
し
た
。
さ
ら

に
、
今
後
、
部
下
を
評
価
す

る
評
価
者
を
対
象
と
し
た
研

修
も
計
画
し
て
い
る
。

木木
きき

　　場場
ばば

　　隆隆
たかたか

　　司司
しし

　　  議員議員
問

問答
総
務
課
長

答
総
務
課
長

　
令
和
元
年
12
月
議
会
で
一

般
質
問
し
た
際
、「
オ
リ
ー
ブ

植
栽
１
１
０
周
年
記
念
事

業
、
瀬
戸
芸
２
０
１
９
関
連

事
業
、
日
本
遺
産
関
連
事
業

な
ど
を
実
施
し
た
。
今
後
も

北
部
地
域
の
活
性
化
に
努
め

る
。」
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
大
坂
城
残
石
記
念
公
園
に

お
け
る
一
等
三
角
点
の
展
示

や
石
の
島
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実

施
し
た
。
近
年
、
北
部
地
域

は
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ（
サ
ッ
プ
）な
ど

ア
ウ
ト
ド
ア
に
も
適
し
た
地

域
と
し
て
も
注
目
を
集
め
て

い
る
。

　
今
後
も
北
部
地
域
の
情
報

発
信
や
活
性
化
に
努
め
、
地

元
の
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

　
地
元
の
人
た
ち
か
ら
「
北

部
み
ら
い
と
い
う
法
人
が
で

き
た
が
一
体
何
を
し
て
い
る

の
か
」
と
の
声
が
多
々
聞
か

れ
る
。

　
地
元
の
期
待
が
非
常
に
大

き
い
の
で
、
効
果
が
目
に
見

え
る
よ
う
な
か
た
ち
で
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

小
豆
島
北
部
み
ら
い
の

小
豆
島
北
部
み
ら
い
の

事
業
の
進
捗
状
況
は

事
業
の
進
捗
状
況
は

問答
商
工
観
光
課
長

人事評価制度の取り組みは人事評価制度の取り組みは

意

意

北部地域で行われた石の島ハイキング
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一  般  質  問

　

９
月
議
会
で
、「
新
た
な

社
会
福
祉
活
動
拠
点
の
整
備

の
考
え
は
な
い
か
」
と
い
う

私
の
問
い
に
、
町
長
か
ら
、

活
動
団
体
の
利
用
に
問
題
が

発
生
す
れ
ば
協
議
を
し
、
進

め
て
い
く
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
現
在
の
考
え
は
。

　
利
便
性
が
悪
い
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
問
題
点
が
出
て
き

た
ら
、
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　
施
設
の
利
便
性
の
改
善
う

ん
ぬ
ん
の
問
題
で
は
な
く
、

福
祉
政
策
を
ど
う
進
め
る
の

か
の
質
問
だ
。

　
町
民
か
ら
次
の
よ
う
な
声

が
あ
る
。

・
思
っ
た
日
に
部
屋
が
取
れ

　
な
い
。
再
開
の
め
ど
が
立

　
た
な
い
。「
も
う
、
や
め
た

　
ら
ど
う
か
」
と
い
う
声
も

　
あ
る
。

・
不
便
に
な
っ
た
。
町
は
、

　
福
祉
の
向
上
を
し
た
い
の

　
か
、
衰
退
を
し
た
い
の
か

　
分
か
ら
な
い
。
矛
盾
を
感

　
じ
る
。

・
中
央
公
民
館
は
社
会
教
育

　
の
拠
点
だ
。
役
場
の
都
合

　
で
物
事
を
考
え
な
い
で
ほ

　
し
い
。

・
町
長
に
対
し
て
不
信
感
が

　
募
る
。
町
長
か
ら
何
の
説

　
明
も
な
い
。

・
福
祉
会
館
は
福
祉
の
拠
点

　
で
あ
る
。
職
員
、
町
長
に

　
そ
の
意
識
が
な
い
こ
と
が

　
嘆
か
わ
し
い
。

・
も
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や

　
め
よ
う
か
と
思
っ
た
。
で

　
も
、
障
が
い
者
の
顔
が
目

　
に
浮
か
ぶ
。

　

こ
れ
が
町
民
の
生
の
声

だ
。
町
長
は
ど
う
思
う
か
。

　
真
摯
に
受
け
止
め
て
解
決

し
て
い
き
た
い
。

三三
みみ

　　木木
きき

　　俊俊
としとし

　　明明
あきあき

　　  議員議員
問答

町
　
　
長

　
国
・
県
の
補
助
政
策
に
頼

る
だ
け
で
な
く
、
町
独
自
の

活
性
化
策
を
打
ち
出
し
、
子

ど
も
や
若
者
の
未
来
に
夢
の

あ
る
町
を
目
指
す
べ
き
だ
。

　
農
業
分
野
、
商
工
観
光
分

野
で
の
活
性
化
策
は
。

　
荒
廃
農
地
の
利
活
用
に
つ

な
が
る
事
業
で
あ
れ
ば
、
就

農
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

　
商
工
観
光
の
町
単
独
補
助

事
業
は
、
団
体
の
み
が
対
象

で
個
人
へ
の
補
助
は
な
い
。

今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
農
業
分
野
で
は
対
象
者
が

限
定
さ
れ
、
新
規
参
入
が
難

し
い
。
補
助
要
件
の
低
い
町

単
独
政
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
観
光
分
野
で
は
、

町
民
参
画
の
「
軒
先
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
を
展
開
し
て
は

ど
う
か
。
町
づ
く
り
の
基
本

は
点
が
線
に
な
り
、
や
が
て

そ
の
線
が
面
に
な
る
こ
と

だ
。

　
町
長
の
考
え
る
具
体
案
は
。

　
町
づ
く
り
は
、
住
民
と
の

協
働
が
大
切
で
あ
る
。
住
民

の
皆
さ
ま
に
協
力
し
て
も
ら

っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
住

民
と
一
緒
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
い
く
。

　
島
外
の
企
業
や
団
体
で
は

な
く
、
共
に
考
え
、
共
に
つ

く
っ
て
い
く
町
民
へ
投
資
す

る
政
策
に
貴
重
な
財
源
を
使

っ
て
ほ
し
い
。

問答
農
林
水
産
課
長

問

答
町
　
　
長

届け、ボランティアの声、届け、ボランティアの声、
新たな福祉活動拠点を新たな福祉活動拠点を

　
町
長
は
、「
土
庄
町
を
一

つ
の
家
族
に
」
と
掲
げ
て
い

る
。
置
き
換
え
れ
ば
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
、
働

く
親
に
代
わ
り
「
か
わ
い
い

孫
」
を
大
切
に
育
て
て
く
れ

て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
で
あ
る
。

　
一
家
の
大
黒
柱
の
町
長
が

そ
の
家
族
を
守
ら
な
く
て
ど

う
す
る
の
か
。
こ
の
町
民
の

声
を
聞
き
、
社
会
福
祉
政
策

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。

意

問

意

答
町
　
　
長

町
独
自
の
地
域
活
性
化
策
で

町
独
自
の
地
域
活
性
化
策
で

町
民
に
投
資
す
る
町
へ

町
民
に
投
資
す
る
町
へ

答
商
工
観
光
課
長
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「
重
要
だ
」
と
言
っ
た
が
、

８
年
間
、
実
施
し
な
か
っ
た

理
由
の
説
明
は
な
か
っ
た
。

　
で
は
、
来
年
度
か
ら
実
施

し
た
場
合
に
、
必
要
に
な
る

予
算
額
は
。

　
概
算
で
年
間
４
７
５
万
円

に
な
る
。

　
来
年
度
予
算
に
入
れ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
か
。

　
で
き
る
だ
け
検
討
し
て
い

き
た
い
。

一  般  質  問

　
無
料
化
の
年
齢
を
中
学
校

卒
業
ま
で
に
引
き
上
げ
た
の

が
８
年
前
。
人
口
減
少
の
著

し
い
自
治
体
を
中
心
に
「
高

校
卒
業
ま
で
の
無
料
化
」
が

増
え
る
中
、
私
が
議
会
で
取

り
上
げ
て
も
、
町
長
は
８
年

間
、
実
施
し
な
か
っ
た
。

　
町
長
は
、
な
ぜ
実
施
し
な

か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
今
後

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　
無
償
化
の
拡
充
は
当
然
重

要
だ
。
来
年
以
降
で
進
め
た

い
。

福福
ふくふく

　　本本
もともと

　　耕耕
こうこう

　　太太
たた

　　  議員議員
問

答
健
康
福
祉
課
長

　
現
在
の
町
の
奨
学
金
制
度

は
、
連
帯
保
証
人
と
な
る
保

護
者
が
、
町
税
を
滞
納
し
て

い
た
場
合
、
子
ど
も（
学
生
）

が
、
制
度
を
利
用
で
き
な
い

仕
組
み
で
あ
る
。
親
の
生
活
・

経
済
状
況
に
よ
り
制
度
利
用

が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
早
急
に
、

こ
の
仕
組
み
を
撤
廃
す
べ
き

だ
。

　
ま
ず
、
教
育
長
に
問
う
。

　
「
親
ガ
チ
ャ
」
と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
い
る
か
。

　
「
子
ど
も
は
、
生
ま
れ
て

く
る
と
き
に
、
親
や
家
庭
環

境
を
選
べ
な
い
」
と
い
う
意

味
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

　
そ
の
と
お
り
だ
。
だ
か
ら

こ
そ
、
日
本
国
憲
法
は
、
第

３
章
で
基
本
的
人
権
は
「
個

人
」
に
存
在
し
、
制
度
利
用

の
権
利
は
「
個
人
（
子
ど

も
）」
に
存
在
す
る
と
明
記
し

て
い
る
。
町
の
制
度
は
憲
法

違
反
だ
と
思
わ
な
い
か
。

　
返
済
さ
れ
た
奨
学
金
が
原

資
と
な
っ
て
お
り
、
遅
滞
な

く
、
返
済
さ
れ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
た
め
、
現
在
の
制

度
に
な
っ
て
い
る
。

奨
学
金
制
度
は
、「
必
要
と
す
る
全
て
の

奨
学
金
制
度
は
、「
必
要
と
す
る
全
て
の

学
生
」が
受
け
ら
れ
る
制
度
に
改
善
を

学
生
」が
受
け
ら
れ
る
制
度
に
改
善
を

問答
教
育
長

医療費無料化年齢を、医療費無料化年齢を、
高校卒業まで引き上げよ高校卒業まで引き上げよ

そ
の
他
の
質
問

・
国
保
税
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
均
等
割
廃
止
の
具
体
化
は

答
町
　
　
長

答
町
　
　
長

問 問

　
「
返
済
の
可
能
性
」
を
基

準
に
利
用
の
可
否
を
決
定
す

る
の
は
、
本
来
の
行
政
の
在

り
方
と
し
て
違
う
。

　
返
済
の
意
義
は
き
ち
ん
と

伝
え
つ
つ
、
ま
ず
は
、
子
ど

も
を
信
用
し
て
、
貸
す
べ
き

だ
。

　
私
は
、
町
教
育
委
員
会
の

　
「
福
祉
の
心
」
を
信
頼
し
た

い
。
憲
法
と
日
本
が
批
准
し

て
い
る
「
※
子
ど
も
の
権
利
条

約
」
の
精
神
か
ら
、
ぜ
ひ
、

こ
の
制
度
の
改
善
を
図
っ
て

ほ
し
い
。

答
教
育
総
務
課
長

意

問

※
子
ど
も
の
権
利
条
約

　
子
ど
も
に
も
大
人
同
様

ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
の

人
権
を
認
め
、
成
長
過
程

で
特
別
な
保
護
や
配
慮
が

必
要
な
子
ど
も
な
ら
で
は

の
権
利
を
定
め
た
も
の
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Ｑ　
活
動
を
始
め
た
時
期
と
き

っ
か
け
は
。

Ａ　
平
成
20
年
、
21
年
の
２
年

間
、
国
の
モ
デ
ル
事
業
、「
認
知

症
地
域
支
援
体
制
構
築
等
推
進

事
業
」
を
実
施
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
す
。「
認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
」

に
つ
い
て
話
し
合
う
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行
い
、「
認
知
症
あ
っ

た
か
と
の
し
ょ
う
み
ん
な
の
集

い
」
を
開
催
し
、
内
容
や
活
動

の
報
告
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行

い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
反
省
会
で
、「
こ
れ

で
終
わ
り
に
せ
ず
、
継
続
し
て

話
し
合
い
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
」
と
意
見
が
出
て
、

有
志
に
よ
る
「
あ
っ
た
か
と
の

し
ょ
う
町
づ
く
り
の
会
」
が
発

足
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
会
員
数
は
20
人
で
す
。

Ｑ　
活
動
の
内
容
は
。

Ａ　
毎
月
１
回
、
定
例
会
で
、

認
知
症
に
関
す
る
情
報
共
有
や
、

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
を
し
て
い
ま
す
。
認
知
症

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め

に
、
自
分
た
ち
が
役
者
に
な
っ

て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
紙
芝
居
も
作
成

し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
毎
年
、
一
年
の
集
大

成
と
し
て
集
い
を
開
催
し
、
報

告
会
や
講
師
を
招
い
て
講
演
会

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
去
年
、
今
年
と
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
状
況
を
見
な
が
ら
今
後
ま

た
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
地
域
へ
出
向
き
、
参

加
者
と
膝
を
交
え
て
話
し
合
い

の
場
を
持
ち
、
認
知
症
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
を
み
ん
な
で
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　
活
動
で
大
事
だ
と
思
う
こ

と
は
。

Ａ　
楽
し
み
な
が
ら
や
る
こ
と

で
す
。
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

地
域
の
皆
さ
ん
が
真
剣
に
、
そ

れ
で
い
て
気
楽
に
話
し
合
い
を

す
る
こ
と
で
、
良
い
成
果
が
得

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
自
身
、
こ
う

し
て
集
ま
れ
る
こ
と
が
楽
し
み

で
あ
り
、
人
生
の
活
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ　
今
後
の
目
標
は
。

Ａ　
継
続
し
て
活
動
を
行
う
こ

と
が
目
標
で
す
。
発
足
し
て
10

年
以
上
が
経
ち
、
ほ
と
ん
ど
当

時
の
メ
ン
バ
ー
の
ま
ま
活
動
し

て
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
新
た
な

人
に
も
入
っ
て
も
ら
っ
て
、
活

動
の
輪
を
広
げ
、
自
分
が
、
家

族
が
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
編
集
後
記
》

　

デ
ル
タ
株
が
、
や
っ
と
落

ち
着
い
た
か
と
思
う
と
、
今

度
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株
が
猛

威
を
振
る
い
、
第
６
波
が
全

国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

「
働
き
た
く
て
も
働
け
な

い
」「
暮
ら
し
へ
の
不
安
と

ス
ト
レ
ス
で
展
望
が
見
え
な

い
」。
各
地
で
悲
鳴
が
上
が

っ
て
い
ま
す
。
当
た
り
前
の

日
常
が
大
き
く
変
わ
る
中
で
、

新
た
な
政
治
・
行
政
の
あ
り

方
を
求
め
る
声
が
日
増
し
に

大
き
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
昨
年
末
、

町
長
選
挙
と
町
議
補
選
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
前
町
長
は
、

観
光
施
策
を
中
心
に
力
を
入

れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
町
長

は
、
何
を
軸
に
行
政
運
営
を

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
注
目

が
集
ま
る
議
会
も
、
新
体
制

で
動
き
始
め
ま
す
。

　
　
　
　
《
福
本
耕
太　

記
》
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議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
濵
野　
良
一

　
副
委
員
長　
木
場　
隆
司

　
委　
　
員　
髙
橋　
正
博

　
委　
　
員　
福
本　
耕
太

　
委　
　
員　
三
木　
俊
明

　
委　
　
員　
大
野　
一
行

　
委　
　
員　
井
藤　
茂
信

　
認
知
症
は
、
発
症
し
た
本
人

も
、
周
囲
の
人
も
辛
い
と
感
じ

る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
難
し
い
問
題
に
取
り
組

む
皆
さ
ん
の
真
剣
な
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

　
こ
の
活
動
に
よ
っ
て
、
た
く

さ
ん
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
元
気
に
活
動
を
続
け

て
く
だ
さ
い
。

アフリカ仏語圏地域保健能力向上研修

認知症カフェ「あづきっさ」で
紙芝居上映

元気印元気印
まちのまちの

　自分が、家族が認知症になっても、住みなれた
地域で安心して暮らし続けることができる町を、
みんなで考えませんか。

 

次回定例会は３月上旬の
予定です。

議会を傍聴して
みませんか？

場所：土庄町役場４階 議場
詳しくは議会事務局へ
TEL（0879）62-7011
日程等は町ホームページ
で２月下旬頃に
お知らせします。

　議会だよりについて、良い点、悪
い点など、皆さまのご意見をお聞か
せください。
FAX（0879）62-8303

ヒアリング
ループマーク

あ
っ
た
か
と
の
し
ょ
う

町
づ
く
り
の
会


